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った。プログラムは，ステップ l 「ヤングアメリカンズ」，ステップ2 「外国人留学生とのセッション」，ステップ
3 「社会人女性とのセッション」，ステッ プ4 「キャリアプログラムの企画 ・実施」という 4つのステ ップから構






Conducting a career mentoring program to high school student girls in Fukushima: 
Using "Young Americans Workshop" 
Junko Iidat.2) Toshinori Ishikumau> Ichiro Sano31 Kimiko Hayashi3> 
Katsuji Nitsu2> Yuichiro Kai1.2> Sueo Matsumoto2' J1ro Imai2> 
The purpose of the present study was to conduct a career mentoring program to high school student girls in
Fukushima and explore the effect of its program. The program was consisted of 4 steps: (l) The Young 
Americans Workshop. (2) Session with students from abroad. (3) Session with working women, (4) Planning 
and conducting career program for their juniors. Using the date conducted at the end of each session. we 
conducted one-way ANOV A and found out that the scores of "confidence", "expression". "teamwork" significantly 
increased. Written feedback of the participants revealed the positive effects of each session and the difference 
effect of each session. The implication of this result was briefly discussed. 
Key words: career mentoring program. "Young Americans Workshop". global education. high school student 
girls 
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田•甲斐 • 松本・日下部• 鈴木 • 石隈 (2015) では，
鈴木 • 坂元 • 森 • 坂元 ・ 甜比良 ・足立 ． 勝谷 • 小林 ・








ても検討が行われている。 飯田 • 石隈 • 佐野 • 林 • 新














































































Table l TOMODACHI女子高校生キャリアメンタリングプログラム in福島 詳細

























































































































「環桜探索」 7項目のうち 4項目（「本や雑誌， インタ
ーネットなどで仕事や（動くことに関連する記事を読
む」，「将来の仕事について友人や先樅，家族などから















































有意差がみられた (F[3.129] =7.35-10.37, p<.01)。
有意差がみられた変数について，多諏比較を実施した
ところ，「自信」では，ステップ 2. ステップ 3. ス
テップ4の終了後の得点が，ステップ 1終了後の得点
よりそれぞれ有意に高いことが示された。「自己表現」
Table 3 時期による各下位尺度の分散分析結果 (n=44)
ステ ップl ステップ2 ステップ3 ステップ4 ?

































































































. p<.01, •p<.05, t p<.10 
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感 • 自信 ・チャレンジ」28件， 「自己発見」10件，
「YAの関わり・エンバワメント」 8件， 「グローバル
意識 ・体験」 8件， 「自己表現の重要性 ・気持ちよ さ」
5件， 「キャリア意識」 3件， 「協カ ・チームワーク」





「留学生の努力への共嗚 • 刺激」 39件， 「グローバル意
識 • 英語や留学の煎要性」 23件， 「キャ リア意識」 6
件，「あこがれ」7件，「日本の良さの再発見・郷土愛」




ステップ3 ( 日本 • 世界で活耀する社会人女性との
セッション）に参加した生徒の感想は， 74件 （未回答
41名）得られた。74件について，前述の通り分類した
結果， 「キャリ ア意識」29件， 「新たな気づき」 15件，
「女性のロールモデル」13件，「成長 ・気づき」 5件，
「グ ロ ーバル意識 • 英語や留学の煎要性」3件，「その
他」3件であった (Table6参照）。
5. ステップ4のプログラム評価





























































































































• 私は今回のプログラムで多 くの人と一つのことをや り遂げる素晴らしさ を学びました。今までは団体








































































































• どの方々も 「誰かのために」努力をしたり ．企l軋iをした りと働いていて，私達もそのおかげでこのキ
ャリアプロジェクトに参加できているということに繋がっていて，とても感謝しなきゃいけないな，
と思いました。話をlflいていて皆に共通してた，努力し統けてる ことや，決断）), 行動力というのは，


































• 今回のステッ プでは，た くさんのことが学べました。国捺的に活躍する社会人女性の経験話やおもし
ろい話をlHいて自分の柑になる こともたくさんありました。お喋りも楽しかったです。



































ることについてみっちり考えた 2I I 1:Jでした。チームのメンパーとメンターさん，事務局の方と考えて話し合っ
頻度















めてたと息います。しかし，チーム (X)は郎備はギリギリでドキドキハラハラしたけど， 1間に合ったし， 1年
生にもしっかり伝えられて良かった。







































等の活動の感想」，「変化 ・ 成長を実感 • 自信 ・チャレ
ンジ」，「自己発見」， 「YAの関わり ・エンパワメント」，
「グローバル慈識 ・体験」であった。以上のことから，
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